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第 3 章では，開発過程記述のために設計した関数型言語PD L (Process Description Language) 



















まず，開発過程を記述するための言語の基本的要件を明らかにした上で，関数型言語PD L (Process 












さらに，乙の段階的詳細化法をソフトウェア開発技法のひとつで=ある J SD (Jackson System 
Development)法の手順記述に適用した結果を示す乙とによって，その適用可能性の実証を試みている。
乙の結果， J S D ~L従った開発を容易に行なえる乙とが示された。
以上の通り，本論文の成果は，ソフトウェア開発過程の記述に基づいて，ソフトウェア生産技術やソフ
トウェア工学の発展に寄与すると乙ろが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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